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共感という日本語に、Compassionという英語を
あてることがある。この言葉は、仏教での「慈悲」
という言葉との間で相互に訳されてもいる。思い
やりを持って関わり、つらさ・きつさを共有するこ
とでもある。ここでの「関わり」と「共有する」と
いうことで生じる支援者の傷つきや疲れに対して、
支援者支援の領域では、「共感疲労」（Compassion 
Fatigue）と呼んでいる。疲労は起こりうるもので
あり、だからこそ、その疲労への対処が重要となる。

また、バーンアウトという状況に至るまでにも、
共感疲労の兆候が表れてくる。筆者は、そのこと
を「炭鉱のカナリア」に例えている。支援の場で
起きてくる様々なリスクやきつさ、そしてその先に
あるかもしれないバーンアウト・リスクに、いち早
く気付いてくれるのがカナリア（共感疲労の兆候）
である。共感疲労の提唱者フィグリー氏によれば、
共感疲労は、利用児者と一緒につらさ・きつさを体
験あるいは再体験している時に生じる緊張と不安、
無力感、混乱、そして支援からの孤立の感覚であ
る。この兆候は、日常的に生じている可能性がある。
特に、疲労が重なると、支援からの孤立の感覚を
生じやすいことが強調されており、心理的に安心・
安全を感じることができる場の確保と「支援者を
支援する支援者」の存在が大事になる。

支援者支援は、支援者の側から臨床現場をとら
えなおし、支援者の状態を整えることこそが、ク
ライエントセンターであるとの考えに立脚してい
る。相手あってこその支援者支援であり、支援者
が抱える様々な課題は、常に利用児者のWell-being
を中核に据えて解決されていくことが求められる。

長年、嬉泉の様々な施設に臨床動作法を中心に
関わらせていただいてきた。そこで感じるのは、
セッションを重ねていく中で、利用児者と職員の

方々、あるいは、利用児者と家族の方々がとても
良い表情になり、とても穏やかな時間が過ごせる
ようになるということである。日頃の職員の方々の
関わりが、動作法のセッションに、集約的に表現
されていると感じている。

支援者支援の要点は、方法と存在のバランスで
あり、支援者の「存在」のありようへの気づきと
調整、そして、つらさ・きつさからの回復のために、
セルフケア、グループケア、組織的ケアを総動員
して、職員一人ひとりの「存在」を支援していく
ことであると考えている。「支援方法」の開発、精
緻化もとても大事であるが、それを臨床の場で実
現する職員一人ひとりの「存在」が、利用児者の
方々の「存在」と相互交流する「ライブ感」こそが、
臨床の真骨頂・醍醐味であり、創造的な側面であ
ろう。その「ライブ感の質」を保持するためにも、
支援者支援は、臨床現場では必須である。心理劇
臨床での「生きている時間をみんなと一緒に過ご
す」ワクワクするライブ感と同様である。

筆者は、今、施設・機関の支援者支援を推進す
るために、各現場に、「支援者支援コーディネー
ター」という役割をもつ支援者支援を学んだ専門
家を、兼務・専従、常勤・非常勤に関わりなく、配
置することを提唱している。その動きはかすかな
がらも広がり始めており、職員定着支援のモデル
事業として児童相談所や児童養護施設等で始まっ
てきている。障害児者施設においても、ぜひその
機運が高まり、支援者支援コーディネーターが配
置されていくことを心から願っている。

＊参考文献＊
藤岡孝志　2020　支援者支援養育論

／ミネルヴァ書房

支援者としての 「存在」 のありようへの気づきと調整、回復
～　支援者支援がめざすこと　～

社会福祉法人嬉泉　評議員・日本社会事業大学名誉教授 
藤岡　孝志



	 嬉 泉 の 新 聞 第９２号	 （2）

2
0
2
4
年
度
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
事
業
報
告

１
．
法
人
全
体

（
１
）
経
営
状
況

2
0
2
5
年
4
月
1
日
現
在
、
当
法
人

の
事
業
所
数
は
25
で
あ
り
、
職
員
数
は
常

勤
3
3
6
名
、
非
常
勤
1
4
0
名
の
計

4
7
6
名
で
あ
る
。
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
外
部
監
査
を
導
入
す
る
た
め
に
監
査
法

人
と
契
約
を
締
結
し
、
経
営
の
透
明
性
を

担
保
す
る
と
と
も
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

遵
守
に
努
め
て
い
る
。
修
繕
や
設
備
投
資

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
各
事
業
に
お
い

て
長
期
的
な
見
通
し
が
求
め
ら
れ
る
状
況

に
あ
る
。
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
光
熱

水
費
や
給
食
食
材
費
が
増
加
し
、
そ
れ
が

繰
越
残
高
お
よ
び
施
設
整
備
の
た
め
の
積

立
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

（
２
）
人
事
制
度

「
人
事
制
度
見
直
し
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
終
了
し
、「
キ
ャ
リ
ア
育
成
型
」
と

も
言
う
べ
き
新
た
な
人
事
制
度
を
構
築
し

た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、職
員
の
キ
ャ

リ
ア
育
成
に
重
点
を
置
い
た
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
職
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
変

化
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
通
じ
て
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
採
用
関
係

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
材
難
が
続
い
て

い
る
状
況
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
に
よ
り
一
定
の
成
果
を
挙
げ

た
も
の
で
あ
る
。

新
卒
採
用
に
お
い
て
は
内
定
者
交
流
会

な
ど
の
施
策
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
辞

退
率
が
前
年
度
よ
り
低
下
し
た
。
さ
ら
に
、

常
勤
雇
用
者
の
離
職
率
が
前
年
よ
り
改
善

し
、
新
卒
者
の
早
期
離
職
率
も
業
界
平
均

を
下
回
る
水
準
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
採
用
力
の
向
上
と
職
場

環
境
の
改
善
に
注
力
す
る
方
針
で
あ
る
。

（
４
）
人
材
育
成

不
適
切
な
支
援
の
問
題
は
、
援
助
理
念

や
思
想
、
援
助
方
法
の
継
承
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
研
修
や
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
制
度
化
し
、
職
員
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
を
促
進
す
る
た
め
の
研
修
体
系
の
整

理
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
研
修
体
系
は
現
在
も
未
完
成
の
段
階

に
あ
り
、
さ
ら
に
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

（
５
）
利
用
者
支
援

国
の
「
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研

修
」
は
氷
山
モ
デ
ル
を
理
論
的
背
景
と
し

て
お
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
環
境

調
整
を
行
う
こ
と
で
、
自
閉
症
者
へ
の
「
標

準
的
支
援
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
支
援
は
利
用
者
の
内
面
（
感

覚
や
気
持
ち
）
を
扱
わ
な
い
た
め
、
行
動

障
害
の
真
意
に
辿
り
着
け
な
い
こ
と
が
多

い
。「
標
準
的
支
援
」
で
切
り
捨
て
ら
れ
て

い
る
部
分
に
こ
そ
支
援
の
本
質
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
受
容
的
交
流
は
そ
の
部
分
を

補
完
し
う
る
可
能
性
を
有
す
る
。
受
容
的

交
流
の
価
値
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
情
報
発
信
や
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
同
業
他
社
等

へ
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
現
状
で
は
職
員
自
身
が
そ
の
価
値
を

十
分
に
共
有
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

（
５
）
苦
情
解
決
実
績

・
苦
情
申
出
件
数　

0
件

（
６
）
第
三
者
評
価
受
審
事
業
所

・
袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園

・
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園

・
す
こ
や
か
園

・
宇
奈
根
な
ご
や
か
園

・
鎌
田
の
び
や
か
園

・
清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・

交
流
セ
ン
タ
ー

・
大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

わ
か
ば
の
家

２
．
各
事
業
拠
点
報
告

（
１
）
本
部
拠
点
事
業

本
部
拠
点
事
業
は
、
東
京
都
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
と

相
談
支
援
事
業
所
で
構
成
し
た
。

東
京
都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
、
東
京
都
に
お
け
る

発
達
障
害
児
支
援
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、

相
談
対
応
お
よ
び
地
域
支
援
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、「
Ｑ

-

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
」
の

活
用
支
援
や
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
育

成
・
派
遣
事
業
、
広
域
支
援
人
材
の
配
置
、

運
営
委
員
会
の
設
置
等
に
も
積
極
的
に
関

与
し
た
。
相
談
支
援
事
業
所
に
お
い
て
は
、

法
人
内
外
の
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
の
作
成
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
、
生
活
拠
点
の
移
行
支
援
を
強

化
し
た
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
新
規
受
け
入
れ
休
止
の
状
況
下
に

お
い
て
も
、
事
業
運
営
の
安
定
を
維
持
し

て
い
る
。

（
２
）
子
ど
も
の
生
活
研
究
所

子
ど
も
の
生
活
研
究
所
は
拠
点
を
「
お

お
ら
か
学
園
」「
め
ば
え
学
園
」「
こ
ぐ
ま

学
園
」「
す
こ
や
か
園
」
と
し
て
再
編
し
た
。

法
人
本
部
と
の
合
同
運
営
会
を
通
じ
て

協
力
体
制
を
構
築
し
て
き
た
が
、
組
織
変

更
お
よ
び
制
度
改
定
の
影
響
に
よ
り
、
事

業
所
間
の
交
流
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
複

合
施
設
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し
、
療
育
・

保
育
・
相
談
の
各
領
域
に
お
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
嬉
泉
の
理
念
で
あ
る
「
受
容
的

交
流
理
論
」
の
継
承
お
よ
び
発
展
に
力
を

注
い
で
い
る
。
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ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
交
流
行

事
の
再
開
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
事
業
所
間
に
お
け
る
実
質
的
な
交
流
お

よ
び
連
携
を
強
化
し
、
職
員
育
成
と
支
援

の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
。

施
設
整
備
面
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
接
続
ス
ト
レ
ー
ジ
）
の
集
約
お
よ

び
駐
車
場
の
新
設
等
を
実
施
し
た
。
老
朽

化
お
よ
び
経
年
劣
化
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
は
、
優
先
順
位
や
予
算
を
考
慮
の
上
、

計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

災
害
対
策
お
よ
び
虐
待
防
止
に
関
す
る
委

員
会
を
年
間
4
回
開
催
し
、
研
修
や
訓
練

を
全
事
業
所
合
同
で
実
施
し
て
い
る
。

（
３
）
嬉
泉
の
保
育

嬉
泉
の
保
育
は
、
保
育
事
業
と
共
に
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
考
え
、
各
園
が
情
報
共
有

し
な
が
ら
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
た
。

地
域
の
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
機
能

強
化
に
努
め
、
保
育
所
体
験
会
の
実
施
お

よ
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
に
向
け
た

準
備
を
進
め
た
。

第
三
者
評
価
お
よ
び
巡
回
指
導
、
検
査

を
通
じ
て
運
営
状
況
の
点
検
を
実
施
し
た

結
果
、
東
京
都
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
推
進
費

監
査
に
お
い
て
不
備
が
指
摘
さ
れ
、
改
善

に
向
け
た
指
導
を
受
け
た
。
運
営
体
制
に

お
い
て
は
、
毎
月
の
運
営
会
議
開
催
に
よ

り
迅
速
な
意
思
決
定
を
実
現
し
た
。
ま
た
、

主
任
会
の
定
例
化
お
よ
び
情
報
共
有
ツ
ー

ル
「
サ
イ
ボ
ウ
ズ
」
の
活
用
に
よ
り
、
業

務
上
の
具
体
的
改
善
を
推
進
し
た
。

職
員
育
成
に
関
し
て
は
、
法
人
理
念
の

理
解
促
進
を
図
る
援
助
テ
ー
マ
の
説
明
に

加
え
、
新
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
や
交

流
研
修
を
通
じ
て
継
続
的
な
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
保
育
士
の
離
職
率

改
善
や
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
、
各
園
間
の
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
事
業

運
営
を
推
進
し
、
職
員
の
成
長
を
支
援
し

た
。

（
４
）
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦

嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦
は
、

昨
年
度
に
発
生
し
た
不
適
切
支
援
へ
の
対

応
を
契
機
と
し
て
、
法
人
理
念
お
よ
び
行

動
規
範
に
対
す
る
職
員
の
理
解
が
深
ま
り
、

不
適
切
支
援
の
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
だ
。

本
年
度
に
お
い
て
も
、
継
続
的
な
研
修

と
人
材
育
成
の
場
を
設
け
、
利
用
者
本
位

の
支
援
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

重
度
利
用
者
に
対
す
る
支
援
に
お
い
て

は
、
的
確
か
つ
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
根
幹
に
は
人
権
擁
護
お
よ
び

虐
待
防
止
に
対
す
る
高
い
意
識
が
不
可
欠

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
同
士
の
交
流
を
通
じ
た
相

互
理
解
と
気
づ
き
の
共
有
に
よ
り
、
研
修

の
場
が
よ
り
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
。

児
童
部
と
成
人
部
に
お
け
る
間
接
業
務
の

合
同
運
営
に
は
一
定
の
有
効
性
が
見
ら
れ

た
一
方
で
、
事
業
規
模
の
拡
大
に
よ
り
課

題
の
可
視
性
が
低
下
し
、
現
場
と
の
乖
離

が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
運
営
体

制
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
入
所
施
設
に
お
け
る
療
育
支
援
の

在
り
方
を
再
検
討
し
、
生
活
支
援
の
質
的

向
上
を
目
指
し
た
新
た
な
体
制
構
築
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

（
５
）
板
橋
区
立
赤
塚
福
祉
園

板
橋
区
立
赤
塚
福
祉
園
は
、
生
活
介
護

事
業
お
よ
び
緊
急
保
護
事
業
に
お
い
て
は
、

全
体
的
に
利
用
率
が
低
下
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

も
、
指
定
管
理
者
独
自
事
業
と
し
て
延
長

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
園
内
宿
泊
（
防
災
宿
泊
）

を
継
続
的
に
実
施
し
、
利
用
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
た
。

ま
た
、
自
主
生
産
品
統
一
ブ
ラ
ン
ド 

「
Ａ
Ｔ
Ｂ
」
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
を
進
め
、
販
路
の
拡
大
お
よ
び
認
知

度
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
短
期
入
所
事

業
に
お
い
て
は
、
新
た
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
、
利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
利
用
促
進
を
目
指
し
た
。

さ
ら
に
、板
橋
区
民
生
委
員
（
行
政
書
士
）

を
外
部
委
員
と
し
て
招
聘
し
、
権
利
擁
護

お
よ
び
虐
待
防
止
に
関
す
る
体
制
強
化
を

図
っ
た
。

区
立
福
祉
園
の
民
営
化
に
関
し
て
は
、

2
0
2
6
年
度
か
ら
の
5
年
間
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

る
。

（
６
）
清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・

交
流
セ
ン
タ
ー

清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・
交
流
セ

ン
タ
ー
は
、
心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
偏
り

の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、
地
域
と
の
連
携

を
通
じ
て
相
談
お
よ
び
訓
練
指
導
を
行
い
、

成
長
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

に
お
け
る
育
ち
を
支
え
る
「
受
容
的
交
流
」

を
基
本
理
念
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
特
別
支
援
教
室
の
利
用
を

目
的
と
し
た
相
談
件
数
が
多
く
、
心
理
士

お
よ
び
言
語
聴
覚
士
が
専
門
的
に
関
与
し

た
。
多
角
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
基
盤
と

し
つ
つ
、
保
護
者
へ
の
説
明
お
よ
び
社
会

資
源
活
用
に
関
す
る
支
援
を
強
化
し
た
。

職
員
の
専
門
性
向
上
を
目
的
に
、
陪
席
時

間
の
確
保
お
よ
び
月
2
回
の
ケ
ー
ス
会
議

を
実
施
し
た
ほ
か
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
活
用
し
、
療
育
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。

ま
た
、
ペ
ア
レ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
開
催

を
通
じ
て
、
保
護
者
間
の
孤
立
感
を
軽
減

し
、
親
子
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
日

常
の
過
ご
し
方
を
共
有
す
る
場
を
提
供
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
、
個
別
に
保
護
者
面
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談
も
随
時
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小

集
団
療
育
を
通
じ
た
個
別
支
援
計
画
の
連

動
を
意
識
し
、
保
育
園
等
と
の
連
携
日
を

設
定
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
理
解
促
進

お
よ
び
新
た
な
強
み
の
発
見
に
向
け
た
協

働
を
進
め
た
。

（
７
）
大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

わ
か
ば
の
家

大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
わ
か

ば
の
家
は
、
大
田
区
の
方
針
に
基
づ
き
、

法
人
の
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
共
生
社
会

の
実
現
」
の
達
成
を
目
指
し
、
乳
幼
児
へ

の
支
援
な
ら
び
に
保
護
者
・
地
域
と
の
連

携
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。「
児
童
発
達

支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
則
り
、
地
域
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
、

関
係
者
と
の
協
働
作
業
を
通
じ
て
、
わ
か

ば
の
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
た
。

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
は
す
ぬ
ま
分
室
」
か

ら「
西
蒲
田
分
室
」へ
の
移
設
を
契
機
と
し
、

少
人
数
に
よ
る
運
営
体
制
の
効
率
化
を
図

る
べ
く
検
討
を
行
っ
た
。
児
童
発
達
支
援

事
業
に
お
い
て
は
、
基
準
を
満
た
し
つ
つ

も
、
継
続
的
に
改
善
点
を
洗
い
出
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

施
設
環
境
整
備
の
面
で
は
、
老
朽
化

し
た
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
お
よ
び
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
改
修
工
事
を
完
了
し
、
引
き

続
き
大
田
区
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
な
対

応
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

貸借対照表
社会福祉法人　嬉泉

2025年3月31日現在

資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 1,118,997,907 1,120,854,656 △1,856,749 流動負債 426,541,741 279,951,763 146,589,978

固定資産 2,132,545,860 2,135,760,306 △3,214,446 固定負債 255,830,176 272,116,684 △16,286,508

　基本財産 1,646,759,721 1,717,766,024 △71,006,303

　その他の固定資産 485,786,139 417,994,282 67,791,857 負債の部合計 682,371,917 552,068,447 130,303,470

純資産の部

基本金 1,111,718,279 1,111,718,279 0

国庫補助金等特別積立金 335,327,843 363,343,673 △28,015,830

その他の積立金 221,000,000 146,000,000 75,000,000

次期繰越活動増減差額 901,125,728 1,083,484,563 △182,358,835

（うち当期活動増減差額）△107,358,835 136,276,355 △243,635,190

純資産の部合計 2,569,171,850 2,704,546,515 △135,374,665

資産の部合計 3,251,543,767 3,256,614,962 △5,071,195 負債及び純資産の部合計 3,251,543,767 3,256,614,962 △5,071,195

2024年度社会福祉法人嬉泉決算報告
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資金収支計算書
社会福祉法人　嬉泉

（自）2024年4月1日　（至）2025年3月31日

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (B)-(A)

事業活動による収支

事業活動収入計	 (1) 3,247,761,938 3,271,561,548 23,799,610

事業活動支出計	 (2) 3,150,601,882 3,047,678,761 △ 102,923,121

事業活動資金収支差額	 (3)=(1)-(2) 97,160,056 223,882,787 126,722,731

施設整備等による収支

施設整備等収入計	 (4) 1,300,000 1,315,000 15,000

施設整備等支出計	 (5) 43,799,450 42,969,873 △ 829,577

施設整備等資金収支差額	 (6)=(4)-(5) △ 42,499,450 △ 41,654,873 844,577

その他の活動による収支

その他の活動収入計	 (7) 52,845,832 19,435,549 △ 33,410,283

その他の活動支出計	 (8) 198,816,008 165,136,725 △ 33,679,283

その他の活動資金収支差額	 (9)=(7)-(8) △ 145,970,176 △ 145,701,176 269,000

予備費支出	 (10) 6,980,000 ―― △ 6,980,000

当期資金収支差額合計	 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 98,289,570 36,526,738 134,816,308

前期末支払資金残高	 (12) 872,856,497 872,856,497

当期末支払資金残高	 (11)+(12) 774,566,927 909,383,235 134,816,308

事業活動計算書
社会福祉法人　嬉泉

（自）2024年4月1日　　（至）2025年3月31日

勘定科目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サービス活動増減の部

サービス活動収益計	 (1) 3,246,587,459 3,102,150,224 144,437,235

サービス活動費用計	 (2) 3,291,346,249 2,892,922,710 398,423,539

サービス活動増減差額	 (3)=(1)-(2) △ 44,758,790 209,227,514 △ 253,986,304

サービス活動外増減の部

サービス活動外収益計	 (4) 24,974,089 1,552,076 23,422,013

サービス活動外費用計	 (5) 14,157,160 2,052,050 12,105,110

サービス活動外増減差額	 (6)=(4)-(5) 10,816,929 △ 499,974 11,316,903

経常増減差額	 (7)=(3)+(6) △ 33,941,861 208,727,540 △ 242,669,401

特別増減の部

特別収益計	 (8) 167,527,711 1,600,000 165,927,711

特別費用計	 (9) 240,944,685 74,051,185 166,893,500

特別増減差額	 (10)=(8)-(9) △ 73,416,974 △ 72,451,185 △ 965,789

当期活動増減差額	 (11)=(7)+(10) △ 107,358,835 136,276,355 △ 243,635,190

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額	 (12) 1,083,484,563 962,208,208 121,276,355

当期末繰越活動増減差額	 (13)=(11)+(12) 976,125,728 1,098,484,563 △ 122,358,835

基本金取崩額	 (14) 0 0 0

その他の積立金取崩額	 (15) 0 0 0

その他の積立金積立額	 (16) 75,000,000 15,000,000 60,000,000

次期繰越活動増減差額	 (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 901,125,728 1,083,484,563 △ 182,358,835
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ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
よ
り

嬉
泉
の
新
聞　

第
89
号
に
て
、
ア
ト
リ

エ
・
ア
ウ
ト
ス
と
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ヘ

ラ
ル
ボ
ニ
ー
の
活
動
を
通
し
て
、
三
井
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木
更
津
の
新
エ
リ
ア
工
事

の
仮
囲
い
装
飾
や
、
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

機
内
食
の
装
飾
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
採
用
さ

れ
、
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
作
品
が
世
の

中
に
出
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
が
、
東
京
で
初

の
常
設
店
を
2
0
2
5
年
3
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
を
機
に
、
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
の

ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
を
担
当
し
て
頂
い

て
い
る
嵯
峨
山
恵
美
様
に
話
を
聞
く
機
会

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
東
京
・
銀
座
に
あ

る
『H

ERA
LBO

N
Y

 LA
BO

RA
T

O
RY

 
GIN

ZA

』
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

『H
E

R
A

LB
O

N
Y

 LA
B

O
R

A
T

O
R

Y
 

GIN
ZA

』
は
、
正
面
か
ら
向
か
っ
て
右
側

が
商
品
を
扱
う
ス
ト
ア
、
左
側
が
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
色
鮮
や
か
な

色
彩
や
、
独
特
の
模
様
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
の
作
品
と
、
そ
れ
ら
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

素
敵
な
商
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

HERA
LBO

N
Y LA

BO
RA

TO
RY 

G
IN

ZA
（
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー 

ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
ギ
ン
ザ
）
を
訪
問
し
ま
し
た

―
こ
の
度
は
忙
し
い
中
、
時
間
を
取
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
、

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
子
会
社
を
設
立
と
も

の
す
ご
い
勢
い
を
感
じ
ま
す
が
、
こ
の
先

ど
う
い
っ
た
展
開
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

嵯
峨
山
氏
：　

現
在
、
海
外
含
め
て
施
設

や
作
家
と
の
契
約
を
進
め
て
い
ま
す
。
日

本
か
ら
海
外
へ
の
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
や
、

日
本
企
業
の
海
外
支
社
や
、
反
対
に
、
外

資
系
企
業
に
声
を
か
け
な
が
ら
広
げ
て
い

く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
海
外

の
作
品
を
日
本
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

ア
ウ
ト
ス
を
含
め
た
日
本
の
作
品
が
海
外

で
見
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
を
分
け
隔
て
な

く
作
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
嵯
峨
山
さ
ん
は
実
際
に
袖
ケ
浦
に
来
園

し
て
い
た
だ
い
て
、
か
な
り
長
い
時
間
を
か

け
て
実
際
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
嵯
峨
山
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
ア

ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
印
象
や
魅
力
な
ど

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

嵯
峨
山
氏
：　

ア
ウ
ト
ス
担
当
職
員
の
戸

屋
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
中
で
、
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
絵
を
一
枚
一
枚
見

な
が
ら
、
そ
の
当
時
の
作
家
さ
ん
の
状
態

や
、
や
り
と
り
を
、
日
記
の
様
に
話
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
本
当
に
素
敵
だ
な
、
と
思

い
ま
し
た
。
単
純
に
作
品
だ
け
見
る
よ
り

も
、
そ
こ
に
作
家
さ
ん
と
戸
屋
さ
ん
と
の
関

係
性
と
い
う
背
景
も
含
め
て
、
今
ま
で
一
緒

に
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
ん
だ
な
、

と
感
じ
ま
し
た
。

 

【
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー　

嵯
峨
山
氏
】

―
ア
ウ
ト
ス
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
歴
史

と
い
う
か
ス
ト
ー
リ
ー
を
含
め
て
の
一
枚
の

作
品
と
し
て
残
し
た
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
今
回
、秋
山
住
江
さ
ん
の『
逆

立
ち
し
て
る
シ
マ
ウ
マ
』
が
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー

の
携
帯
ケ
ー
ス
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
ア
ウ
ト
ス
と
し
て
も
初
め
て
の
こ

と
で
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

嵯
峨
山
氏
：　

次
の
機
会
に
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー

の
ア
ー
ト
担
当
と
一
緒
に
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ

ト
ス
に
伺
っ
て
実
際
に
作
品
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
本
日
は
お
忙

し
い
中
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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6
月
23
日
に
『
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー

ク
木
更
津
』
の
新
エ
リ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

新
エ
リ
ア
の
工
事
期
間
中
、
仮
囲
い
の
デ

ザ
イ
ン
に
、
秋
山
住
江
さ
ん
の
『
逆
立
ち
し

て
る
シ
マ
ウ
マ
』
と
、
浜
ノ
園
武
生
さ
ん
の

『
川
岸
の
町
』
が
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、こ
の
度
、新
エ
リ
ア
を
含
む
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
内
の
自
動
販
売
機
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、

ト
イ
レ
内
の
装
飾
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
探
し
に
い
っ
て
来
ま
し
た
。

写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
す
の
で
、
三
井

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木
更
津
へ
行
っ
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
、
ア
ウ
ト
ス
の
作
品
を
探
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

【
自
動
販
売
機
】

 

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木
更
津

で
、
ア
ウ
ト
ス
を
探
せ
！

【
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
】

 【
館
内
装
飾
】

 　

【
ア
ウ
ト
ス
作
品
同
士
の
コ
ラ
ボ
も
】

最
後
に
、
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
を
通
し
て
ア
ト

リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
三
井
不
動
産
株
式
会
社　

商
業
施
設
・

ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
本

部　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
事
業
部　

事
業
推
進

グ
ル
ー
プ
主
事　

佐
藤
由
佳
様
よ
り
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
こ
の
度
は
幣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
作
品

で
、
館
内
に
彩
り
が
添
え
ら
れ
、
と
て
も

晴
れ
や
か
で
楽
し
い
空
間
が
で
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
楽
し
み
に
い
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。」

（
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
担
当

す
こ
や
か
園  

園
長　

稲
垣　

修
）

秋
山
住
江
さ
ん
の
「
逆
立
ち
し
て
る
シ

マ
ウ
マ
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
が
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー

（https://heralbony.com
/

）
の
公
式

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
販
売
中
で
す
。

 

販
売
価
格
は
、5
9
8
0
円
／
税
込
で
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
販
売
ペ
ー
ジ

に
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。



	 嬉 泉 の 新 聞 第９２号	 （8）

本
年
度
よ
り
、
法
人
嬉
泉
を
紹
介
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

そ
の
名
も
「CO

RPO
RA

T
E PRO

FILE

」

と
し
て
、
嬉
泉
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
小
冊
子
に
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
法
人
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
か
な
り
様
変
わ

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
従
来
の
も
の
と
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
と
、
そ
れ
が
如
何
な

る
考
え
の
基
に
行
わ
れ
た
か
を
記
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

変
わ
っ
た
点
は
、
次
の
三
点
で
す
。

一
、
大
き
さ
（
版
型
）

二
、
厚
み
（
ペ
ー
ジ
数
）

三
、
内
容

ま
ず
大
き
さ
で
す
が
、
従
来
は
Ａ
4
版

だ
っ
た
も
の
が
今
回
は
そ
の
半
分
の
Ａ
5

版
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後
で
触
れ
る

内
容
の
変
更
に
関
わ
り
ま
す
が
、
手
に
取
っ

て
読
み
易
い
版
型
を
考
え
た
結
果
で
す
。

次
に
ペ
ー
ジ
数
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

従
来
は
4
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
も
の
が
3
倍
の

12
ペ
ー
ジ
と
文
字
通
り
冊
子
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
内
容
に
関
係
し
た
変
更
で
、

そ
れ
だ
け
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
必
要
に
な
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
内
容
が
ど
う
変
わ
っ
た
か

で
す
が
、
従
来
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
嬉
泉

の
行
っ
て
い
る
事
業
を
カ
タ
ロ
グ
的
に
一
覧

で
紹
介
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
簡
単
な
沿

革
と
法
人
事
業
ア
ウ
ト
ス
の
概
要
説
明
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
新

し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
嬉
泉
の
理
念
的
な

背
景
と
し
て
の
歴
史
を
単
な
る
沿
革
と
し

て
外
形
的
に
記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
人

が
紡
ぐ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
物
語
の
よ
う
に
書

い
た
「
読
み
物
」
と
し
ま
し
た
。
従
来
の

も
の
も
、
こ
れ
は
こ
れ
で
見
学
の
方
に
説
明

す
る
際
の
資
料
と
し
て
は
役
に
立
っ
て
い
た

の
で
、
今
後
は
事
業
一
覧
を
記
載
し
た
一
枚

の
チ
ラ
シ
に
形
を
変
え
て
残
し
、
新
し
い
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
の
使
い
分
け
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。

さ
て
こ
こ
か
ら
は
何
故
こ
の
よ
う
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
ご
説

明
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
嬉
泉
の
法
人

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
一
環
と
し
て
行
う

必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
は
何
か
を
説
明
す
る
紙
面
の

余
裕
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
「
法

人
の
存
在
価
値
を
形
に
し
て
内
外
に
示
す

こ
と
」
だ
と
し
て
お
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
嬉

泉
の
存
在
価
値
を
形
に
し
た
も
の
の
一
つ
が

こ
の
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
た
ち
は
、
前
回
取
り
組
ん
だ
理
念
再

構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
嬉
泉
の
コ
ア
・
バ

リ
ュ
ー
は
「
受
容
的
交
流
に
よ
る
援
助
実

践
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
を
得

ま
し
た
。
そ
の
コ
ア
・
バ
リ
ュ
ー
を
形
に
し

て
示
す
こ
と
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し

て
必
要
な
訳
で
す
が
、
そ
れ
は
非
常
に
難

し
い
。
援
助
実
践
は
そ
も
そ
も
形
が
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素

と
し
て
支
援
を
す
る
「
人
」
の
語
る
活
動

の
軌
跡
を
物
語
の
よ
う
に
読
め
る
も
の
に

し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
創
始
者
・
石
井

哲
夫
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
の
没
後
に

志
を
受
け
継
ご
う
と
し
て
い
る
今
の
私
た

ち
職
員
全
員
の
物
語
で
す
。

ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

に
つ
い
て

理
事
長
　
石
井
　
啓

嬉泉ホームページのトップページバナー『法人パンフレットは
コチラ！』をクリックすると、内容をご覧になることができます。


